
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

      

 

       

 

  



 

 

 

 

 

は じ め に 

 

この「こころのしおり」は、精神の障害をお持ちの方へ福祉施策や福祉サービス等につい

て、概要や利用方法を紹介しております。各項目の内容は簡単な説明となっておりますので、

詳しくは各担当窓口へお問合わせください。 

また、記載内容は、主に令和２年１月１日現在の内容をもとに作成しております。制度や

利用方法等が変更になっている場合がありますので、詳しくは各担当窓口に御相談ください。 

 

※この「しおり」は、音声コードが印刷されております。音声コードとは、ＳＰコードとも

言い、各ページの下部に印刷されている四角形のコードで、専用の「活字文書読上げ装置」

によって、このコードを画像処理し、音声で読み上げられますので、視覚障害をお持ちの方

でも音声で印刷情報の内容を知ることができます。 

 

 

 

 

  この「しおり」に記載されている内容の全般的なお問合せ先 

青梅市健康福祉部障がい者福祉課相談支援係 

郵便番号  １９８－８７０１ 

住  所  東京都青梅市東青梅１丁目１１番地の１（市役所１階１１番窓口） 

電  話  ０４２８－２２－１１１１（代） 内線（２１３３・２１３４） 

Ｆ Ａ Ｘ  ０４２８－２２－３５０８（代） 
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◇ 各種相談窓口 ◇ 

１ 精神保健福祉に関する相談 

窓   口 電話番号・受付時間 内  容  等 

青梅市役所 

障がい者福祉課相談支援係 

（１階１１番窓口） 

電話 ０４２８－２２－１１１１ 

内線 2133･2134･2137 

平日 午前８時３０分 

～ 午後５時１５分 

・こころの健康相談 

・生活や人間関係、仕事等に関する相談 

・保健、医療、福祉に関する相談 

・障害福祉サービスや訪問看護等に関する相談 

・障害者虐待防止の通報・届け出窓口 

・発達障害、高次脳機能障害に関する相談 

青梅市障がい者サポートセ

ンター 

電話 ０４２８－３０－０１５２ 

FAX ０４２８－３０－０１５３ 

平日・土・日・祝日 

午前９時 ～ 午後５時 

休館日 毎月第３月曜日、12/29

～１/3 

・生活や人間関係、仕事、制度利用等の相談 

・交流室や創作活動・軽作業等の場の提供 

・スポーツ・レクリエーション等各種プログラムの実施 

・障害者虐待防止の通報・届け出窓口 

・発達障害、高次脳機能障害に関する相談 

東京都西多摩保健所 

電話 ０４２８－２２－６１４１ 

 

平日 午前９時 ～ 午後５時 

・未治療、医療中断している方の受診相談 

・思春期、ひきこもり、子供の心の問題に関する相談 

・アルコール・ギャンブル・薬物依存の相談 

・高齢者の方の精神保健（認知症等）に関する相談 

東京都立多摩総合精神保健

福祉センター 

電話 ０４２－３７１－５５６０ 

 

平日 午前９時 ～ 午後５時 

土日祝日、年末年始休み 

・こころの健康、精神医療、社会復帰についての相談 

・アルコール・ギャンブル・薬物依存症の相談 

・ひきこもり等思春期・青年期問題の相談 

 

 

 

２ こころの悩みに関する相談窓口 

窓   口 電話・ＦＡＸ番号等 受 付 時 間 

東京都夜間こころの電話相談 ０３－５１５５－５０２８ 
午後５時 ～ 午後１０時（年中無休） 

（受付は午後９時３０分まで） 

東京いのちの電話 ０３－３２６４－４３４３ ２４時間（年中無休） 

東京多摩いのちの電話 

０４２－３２７－４３４３ 

午前１０時 ～ 午後９時（年中無休） 

毎月第３金曜日・土曜日は上記に加え午

後９時～翌日午前１０時 

自殺予防いのちの電話 

０１２０－７３８－５５６ 
毎月１０日 午前８時～翌午前８時 

東京自殺防止センター ０３－５２８６－９０９０ 

午後８時 ～ 翌朝５時３０分 

(年中無休) 

(火曜日は午後５時～午前２時３０分) 

(木曜日は午後８時～午前２時３０分) 

東京都自殺相談ダイヤル 

～こころといのちのほっとライン～ 
０５７０－０８－７４７８ 

午後２時 ～ 翌朝５時３０分（年中無

休） 
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３ 休日・夜間診療情報 

項   目 相 談 窓 口 内    容 

夜間・休日の精神科 

救急医療相談 

精神科救急医療情報センター 

０３－５２７２－０３０３ 

 

※両センターとも電話番号は同じです。

精神科受信の相談の場合は、精神科救急

医療情報センターの担当者が対応しま

す。 

電話による精神科受診の相談は、専門職員が状況を

お聞きしたうえで、必要があれば精神科救急の病

院・診療所に連絡をしますので、そちらで受診をし

てください。 

平日（月曜日から金曜日）午後５時～翌午前９時ま

で 

休日等 午前９時～翌午前９時まで 

医療機関案内サービス

「ひまわり」 

東京都保健医療情報センター 

０３－５２７２－０３０３ 

http://www.himawari.metro.tokyo.jp 

保健医療福祉に関する事柄について専門相談員が相

談に応じています。 

平日（月曜日から金曜日）午前９時～午後８時まで 

祝日、年末年始は除く 

都内の医療機関の情報（診療科目・診療時間・夜間・

休日の診療等）を自動応答または専門医療相談員等

により案内しています。 

毎日、２４時間対応 

救急車を呼んだ方が 

いいか迷ったとき 

・東京消防庁救急相談センター 

♯７１１９ 

（携帯電話・ＰＨＳ・プッシュ回線） 

・東京消防庁テレホンサービス 

０４２－５２１－２３２３ 

・症状にもとづく、緊急性の有無のアドバイス 

・受診の必要性に関するアドバイス 

・医療機関案内 

２４時間（年中無休） 

 

 

４ 精神障害者のための権利擁護や財産管理に関する相談 

制   度 窓口・電話番号 内  容  等 

福 祉 サ ー ビ ス 

利 用 援 助 事 業 

国：日常生活自立支援事業 

都：地域福祉権利擁護事業 

 

成年後見・権利擁護センター

おうめ 

 

０４２８－２３－７８６８ 

平日 午前９時～午後５時 

判断能力が不十分な状態の方の地域生活を支援します。相談は無

料ですが、利用契約を結んだ後は利用料がかかります。 

①福祉サービスの利用援助 

利用の手続きや料金の支払い、苦情解決制度利用の手続き等

について助言・相談、代行や一部代理等の方法で援助します。 

②日常的金銭管理サービス 

年金等の受取り手続き、公共料金などの支払い、預貯金の出

し入れ等を行います。 

③書類等の預かりサービス 

年金証書や権利証等の大切な書類を金融機関の貸金庫でお預

かりします。  

※①を基本に、御本人の希望や状況等に応じて、②や③のサービ

スを合わせて利用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.himawari.metro.tokyo.jp
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５ 家族会・自主グループ 

名   称 連 絡 先 主な活動内容 主な地域 

全国精神保健福祉会連合会 

（通称：みんなねっと） 
０３－６９０７－９２１１ 

・医療・福祉制度の充実を図るために、

国や行政への働きかけ 

・月刊誌「みんなねっと」の発行 

・精神障がいについての啓発・普及活

動 

・学習会や研修など、家族と家族会の

支援 

全 国 

東京都精神保健福祉家族会連合

会 

（通称：東京つくし会） 

事務局 

０３－３３０４－１１０８ 

相談、講演、出版活動、研修会、交流

会等 
東京都 

青梅精神障害者家族会 

ほっと・スマイル 

世話人代表 

０８０－５１９２－２２７０ 

事務局 

０９０－７１８１－９８５６ 

定例会、講演会、支えあい・学習・運

動、相談会等 
青梅市 

なんてんの会 ０９０－３４２７－１９６０ 
高次脳機能障害者・遷延性意識障害者

と家族の会。定例会、交流会等 
青梅市他 

 

 

６ 成年後見制度 
財産管理や相続、福祉サービスに関する契約をする必要があっても、自分でこれらの判断や手続をするのが難しい

方や、自分に不利益な契約を結んでしまい悪徳商法の被害にあう恐れがある方を保護し支援するのが成年後見制度で

す。 

(1) 制度の説明 

制  度 対 象 者 内    容 

法定後見制度 

病気や障害により

判断能力が不十分

な方 

本人や配偶者、四親等以内の親族等の申立てにより、家庭裁判所が選んだ成年後見

人等（後見人・保佐人・補助人）が本人の利益を考えながら本人を法律的に支援し

ます。 

本人の判断能力の程度に応じて以下の制度が選ばれます。 

①後見（こうけん）判断能力が全くない方 

②保佐（ほさ）  判断能力が著しく不十分な方 

③補助（ほじょ） 判断能力が不十分な方 

任意後見制度 

判断能力があり、

財産管理や契約等

に将来的な不安が

ある方 

将来に備えて、あらかじめ自らが選んだ代理人（任意後見人）に、自分の生活や財

産管理等に関する事務についての代理権を与える契約（任意後見契約）を公証人役

場で、公正証書によって結んでおくものです。 

後に、本人の判断能力が低下した際には、任意後見人が、家庭裁判所が選任する「任

意後見監督人」の監督のもと、任意後見契約にもとづいて本人を代理して契約を行

うことで、本人の意思を尊重した適切な保護や支援をすることができます。 

 
 

(2) 相談窓口 
  成年後見・権利擁護センターおうめ：０４２８－２３－７８６８ 

  障がい者福祉課相談支援係：内線２１３３・２１３４・２１３７
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◇ 障害者手帳 ◇ 
心身に障害をお持ちの方が、各種サービスを受けるために必要な手帳で３種類の手帳があります。 

身体障害者（児）には『身体障害者手帳』、知的障害者（児）には『愛の手帳』、そして精神障害者には『精神障害者

保健福祉手帳』がそれぞれ交付されます。 

 

 １ 身体障害者手帳・愛の手帳について 

手 帳 の 種 類 内   容 窓口・手続 

身体障害者手帳 

身体（肢体不自由、視覚、聴覚・平衡機能、音声・言語・

そしゃく、心臓、じん臓、肝臓、呼吸器、ぼうこう・直

腸、小腸、免疫機能）に障害のある方が、各種の援護を

受けるとともに、制度上の便宜を受ける場合に役立つ手

帳です。 

障がい者福祉課認定サービス係 

内線 2135・2136 

愛の手帳 
知的障害の方が、いろいろな援護を受けるとともに、制

度上の便宜を受ける場合に役立つ手帳です。 

＜１８歳未満＞ 

立川児童相談所 

０４２－５２３－１３２１ 

＜１８歳以上＞ 

東京都心身障害者福祉センター 

０３－３２０３－６１４１ 

東京都心身障害者福祉センター 

多摩支所 

 ０４２－５７３－３３１１ 

 

２ 精神障害者保健福祉手帳について 

制  度 対 象 者 内    容 窓口・手続 

精神障害者 

保健福祉手帳 

①精神障害のため日常

生活や社会生活に支

援を必要とされる方

が、申請することによ

り審査の上、交付され

ます。 

②入院・在宅による区別

や年齢制限はありま

せん。 

③精神障害にかかる初

診日から６か月を経

過していることが条

件です。 

精神障害を持つ方が、一定の障害にあることを証明する

ものです。 

この手帳を持つことによりさまざまな支援が受けら

れ、精神障害を持つ方が自立して生活し、社会参加す

るための手助けとなります。 

＜認定期間＞ 

・原則として２年です。 

・他道府県転入の方は、他の道府県で認定された手帳の

有効期間の終期まで（始期は申請を受理した日） 

・更新は、有効期限の３か月前から申請ができます。 

＜障害等級＞ 

・1 級から３級まであります。【別表１】 

・非該当となった場合は、不承認通知書を交付します。 

＜その他＞ 

・手帳の内容に変更が生じたときは、速やかに届出をし

てください。【別表３】 

障がい者福祉課 

相談支援係 

内線 2133・2134 

＜手続に必要なもの＞ 

①申請書 

②診断書（精神障害にかかる初診日から６か月を経過し、診断書の診断日が３ヶ月以内のもの）または 

精神障害にかかる障害年金証書等の写しと同意書 

③印 鑑 

④顔写真（縦４ｃｍ×横３ｃｍ、脱帽、１年以内に撮影したもの。スナップ写真可） 

⑤現在お持ちの手帳（変更、更新、返還の方） 

⑥個人番号（マイナンバー）※を確認する書類と身元を確認する書類 

 （例：個人番号カード、個人番号通知カードと免許証等の写真付きの公的証明書） 
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【別表１】障害等級と障害の状態 

等 級 障 害 の 状 態 

１ 級 
他人の援助を受けなければ、ほとんど自分の用を弁ずることができない程度（障害年金１級相当） 

 (※① 精神障害であって日常生活の用を弁ずることを不可能ならしめる程度のもの) 

２ 級 

必ずしも他人の助けを借りる必要はないが、日常生活が困難な程度（障害年金２級相当） 

（※② 精神障害であって日常生活が著しい制限を受けるか、又は日常生活に著しい制限を加えることが必

要とする程度のもの） 

３ 級 

日常生活または社会生活に制限を受けるか、日常生活または社会生活に制限を加えることを必要とする程度 

（障害年金３級相当より対象範囲が若干広い） 

（※③ 精神障害であって日常生活若しくは社会生活が制限を受けるか、又は日常生活若しくは社会生活に

制限を加えることを必要とする程度のもの） 

 ※①、②、③ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令第６条（精神の状態）より 

 

【別表２】自立支援医療費制度と同時申請 

同時申請の内容 同時申請ができる条件 

手帳の申請をする時、手帳用診断書で自立支援医療費制度も同

時に申請することができます。 

ただし、診断書は、自立支援医療の指定医療機関が作成したも

のに限ります。また「重度かつ継続」を申請する場合には、別

途、医師の意見書が必要な場合もありますので御相談くださ

い。 

なお、自立支援医療費制度の認定期間は１年です。 

①自立支援医療費制度を新規申請する場合 

(過去に自立支援医療費制度を申請したことがあるが 

現在、有効期限が切れた方も含む） 

 

②自立支援医療費制度と精神障害者保健福祉手帳の更

新申請可能期間が重複している場合 

 

【別表３】各種変更（手帳を交付された後、次の事柄があった場合は手続きが必要です。） 

項  目 内   容 窓口・手続 

住 所 の 変 更 

・市内に転居したとき 
障がい者福祉課相談支援係 

内線 2133・2134 

・都内へ転出したとき 新たな居住地の区市町村 

・都外へ転出したとき 

新たな居住地の区市町村 

※申請方法が異なる場合がありますので、

新たにお住まいの区市町村にお問合せく

ださい。 

氏 名 の 変 更 ・氏名が変わったとき 

障がい者福祉課相談支援係 

内線 2133・2134 

等 級 の 変 更 
・障害年金の等級が変わったとき 

・障害の状態に変化があったとき 

再 交 付 の 申 請 ・手帳を紛失、汚損または破損したとき 

手 帳 の 返 還 
・手帳の所持者が死亡したとき 

・手帳が不要となったとき 
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◇ 医療費助成制度 ◇ 

精神障害者を対象とした医療費助成 

１ 通院医療費の助成 

制  度 対 象 者 内    容 窓口・手続 

自 立 支 援 医 療 

( 精 神 通 院 ) 

 

（ 国 制 度 ） 

医療保険等に加入されてい

る方および生活保護受給者

で次に該当する方 

 

①精神疾患を理由として、

通院による精神医療（て

んかんを含む。）を継続的

に要する方（年齢制限は

ありません） 

 

②指定医療機関において精

神医療を担当する医師に

よって病院または診療所

に入院しないで行われる

通院医療を要する方 

＜認定期間＞ 

・原則として１年です。 

・他の道府県転入の方は、前住地で認定さ

れた受給者証の有効期間の終期まで有効

です。（始期は申請を受理した日） 

・更新は有効期限の３か月前から申請がで

きます。 

＜負担割合＞ 

・原則１割負担です。利用者本人の収入や

世帯の所得、疾患等に応じて月額負担上

限額【別表１・３】が設定されます。 

＜世帯の単位＞ 

・住民票上の家族ではなく、同じ医療保険

に加入している家族を、同一世帯としま

す。【別表２】 

＜所得の条件＞ 

・世帯の区市町村民税が、「一定所得以上」

の方は、「高額治療継続者（重度かつ継

続）」に該当する場合のみ制度の対象とな

ります。 

 

※保険医療に限ります。 

※非課税世帯の方には、この自己負担をさ

らに助成する制度が別にあります。（下記

制度参照） 

障がい者福祉課 

相談支援係 

内線 2133･2134 

精 神 通 院 

医 療 費 助 成 

 

（東京都制度） 

自立支援医療（精神通院）

受給者かつ区市町村民税非

課税世帯の方（所得区分が

「低所得１」もしくは「低

所得２」の方）で、社会保

険加入者、後期高齢者医療

制度加入者もしくは国民健

康保険組合加入者の方 

 

※都内区市町村の国民健康

保険に加入の方は、同様の

自己負担軽減策（国保受給

者証）があります。 

・自立支援医療費の患者自己負担１割部分

（自己負担上限額 2,500 円または 5,000

円を限度）を助成します。 

 

※都外の医療機関等が東京都の医療費助成

制度の取扱いをしていない場合は、下記

の手続きを行うことで助成額（自己負担

金額）が戻ります。 

 

＜社会保険加入者・後期高齢医療加入者・

国民健康保険組合加入者＞ 

「医療費支給申請書兼口座振替依頼書」

の「療養証明欄」に医療機関等の証明を

受け、必要事項を記入の上、東京都に請

求してください。 

 

＜国民健康保険加入者＞ 

領収書、認印、本人名義の口座のわかる

ものを持参し、保険証発行の区市町村（青

梅市の場合は、保険年金課給付係）窓口

へお越しください。 

＜社会保険加入者・ 

後期高齢医療加入者・ 

国民健康保険組合加入者＞ 

障がい者福祉課 

相談支援係 

内線 2133･2134 

 

 

＜国民健康保険加入者＞ 

保険証発行の区市町村 

 

※青梅市の場合 

保険年金課 

給付係 

内線 2116・2119 
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【別表１】自立支援医療の所得区分と自己負担額 

所得区分 所得の条件 
重度かつ

継続 
負担上限月額 そ  の  他 

生活保護 生活保護世帯 
 

０円 
 

低所得１ 
区市町村民税非課税世帯 

本人収入８０万円以下の方 
２,５００円 

自己負担額を助成する

制度があります。 
低所得２ 

区市町村民税非課税世帯 

本人収入８０万円を超える方 
５,０００円 

中間所得層１ 
区市町村民税（所得割）額の合計が 

３万３千円未満の世帯 
該 当 ５,０００円 

 

中間所得層２ 
区市町村民税（所得割）額の合計が 

３万３千円～２３万５千円未満の世帯 
該 当 １０,０００円 

 

中間所得層 
区市町村民税（所得割）額の合計が 

２３万５千円未満の世帯 
非該当 

医療費の 1 割 

(負担上限額なし) 

 

一定所得以上 
区市町村民税（所得割）額の合計が 

２３万５千円以上の世帯 

該 当 ２０,０００円 

※経過的特例措置期間

は、制度の対象になりま

す。 

非該当 
対象外（制度は受け

られません。） 
 

※経過的特例措置は、令和３年３月３１日まで延長されることになりました。 

 

【別表２】世帯と提出する所得の対象者 

受診者が加入の保険 世帯を確認するのに必要な書類 提出する所得の対象者 

生活保護 
生活保護受給証明書（世帯全員の記載があるもの）または 

生活保護決定通知書 

 

国民健康保険 

後期高齢者医療制度 

国民健康保険組合 

受診者と同一の加入関係にある方全員の被保険者証の写し 世帯全員 

社会保険 受診者の被保険者証の写しと被保険者本人の被保険者証の写し 被保険者本人 

 

【別表３】重度かつ継続（高額治療継続者） 

「重度かつ継続」の対象者 提出に必要な書類 

疾病、症状等から対象となる方 

原則、診断書で「重度かつ継続」の審査を行うた

め不要です。 

 

※該当の有無については、主治医に御相談くださ

い。 

①症状性を含む器質性精神障害(Ｆ０) 

②精神作用性物質使用による精神および行動の障害(Ｆ１) 

③統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害(Ｆ２) 

④気分（感情）障害(Ｆ３) 

⑤てんかん(Ｇ４０) 

⑥その他、精神医療に一定以上の経験を有する医師が判断したも

の 

疾病に関わらず、高額な費用負担が継続する方(多数該当) 

高額療養費が３回以上あることを証明する書類 

<例>高額療養費決定通知書 医療保険で高額療養費が申請日を含む前１２か月に、支給回数が 

３回以上の方 

※ 中間所得層以上の方で上の表に該当する方は、「重度かつ継続」の対象者です。 

※ 「生活保護世帯」と「非課税世帯」の方は、重度かつ継続（高額治療継続者）の判定は不要です。 

＜その他＞ 

・受給者証の内容に変更が生じたときや、受給者証を返還するときは、速やかに届出をしてください。 
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２ 入院医療費の助成 

制  度 対 象 者 内   容 窓口・手続 

小 児 精 神 

障 害 者 入 院 

医 療 費 助 成 

制 度 

（東京都制度） 

 

 

医療保険等に加入さ

れている方で次に該

当する方 

①東京にお住まいの

方 

②精神疾患のため精

神科病床にて入院

治療を必要として

いる満１８歳未満

の方 

（入院治療を継続し

て行う場合は、満

２０歳の誕生月の

末日まで延長が可

能） 

＜認定期間＞ 

・原則として１年です。 

・認定期間内であっても退院した時点で助成は終了となり

ますので、再度入院される場合は申請が必要です。 

＜助成内容＞ 

・精神障害の医療に必要な費用について各種保険を適用

し、その自己負担額の全額を助成します。 

（入院時の食事標準負担額を除く。） 

＜手続きに必要な書類＞ 

・医療費助成申請書（所定様式） 

・診断書（診断日から１か月以内）（所定様式） 

・保険証 

・住民票（申請より１か月以内の発行で世帯全員のもの） 

・印鑑 

・遅延理由書（治療見込期間の初日が申請月以前のとき） 

 

※保険医療に限ります。 

 

障がい者福祉課 

相談支援係 

内線 2133･2134 

措 置 入 院 

入院しなければ、  

自傷・他害のおそれ

がある精神障害者 

入院させなければその精神障害のために自身を傷つけ、ま

たは他人に害を及ぼすおそれがあると判断され、二人以上

の精神保健指定医の診察の結果が一致した場合、知事命令

により強制的に国または都道府県の設置した精神病院また

は指定病院に入院させる制度です。 

医療費の自己負担分は原則として公費負担となります。た

だし、本人およびその扶養義務者の所得税が１４７万円を

超える場合は２万円を上限として自己負担があります。 

各精神病院 

各指定病院 

     
３ 心身障害者医療費助成（マル障） 

制  度 対 象 者 内   容 
制 限 

窓口・手続 

心 身 障 害 者 

医 療 費 助 成 

( マ ル 障 ) 

精神障害者保健

福祉手帳（１

級）所持者 

医療を受ける際、保険適用後の自己

負担額の一部を助成します。 

次の方は対象外となりま

す。 

①医療保険未加入の方 

②生活保護を受けている方 

③医療保険自己負担がない

施設に入所している方 

④65 歳以上の方(新規申請

の方) 

⑤後期高齢者医療の受給者

で住民税が課税されてい

る方 

⑥所得制限基準額を超える

方 

精神障害者保

健福祉手帳、

保険証、印鑑

を持って申請

しマル障受給

者証の交付を

受けてくださ

い。 

障がい者福祉

課庶務係 

内線 2131･2132 
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◇ 年 金 ◇ 

１ 国民年金保険料の法定免除 
すでに障害基礎年金１級または２級を受給（受給権発生）されている方は、届出により保険料を免除することがで

きる法定免除があります。保険年金課国民年金係または年金事務所でお手続してください。 

 

 

２ 障害年金  
障害年金は、病気やけがによって日常生活や就労で制限されるようになった場合に、原則、障害認定日※2 を経過

し２０歳誕生日の前日以降に請求することができます。保険料が納付されているなどの納付要件※3 が設けられてお

り、承認されると受け取ることができる年金です。 

また、障害年金には「障害基礎年金」「障害厚生年金」があり、初診日※1 に加入していた年金制度により手続きが

異なります。国民年金に加入していた場合は「障害基礎年金」、厚生年金に加入していた場合は「障害厚生年金」に

手続・請求します。 

 

(1) 初診日と障害認定日等 

初診日※1 障害の原因となる病気やケガについて、初めて医師に診療を受けた日 

障害認定日※2 

障害の程度の認定を行う日をいい、初診日から１年６か月を経過した日、または１年６か月以内に

その病気やケガが治った場合はその日（症状が固定し、治療の効果が期待できない状態に至った日

を含む） 

納付要件※3 
保険料の納付（免除を含む）が、初診日の属する月の２か月前までの期間のうち３分の２以上ある

こと、または初診日がある月の２か月前までの直近１年間に未納がないこと 

 

 

 

 

 (2) 年金の障害等級（身体障害者手帳の等級とは異なります） 

等  級 内   容 
制度 

障害基礎年金 障害厚生年金 

１  級 日常生活の用を弁ずることを不能ならしめる程度の状態 ○ ○ 

２  級 
日常生活が著しい制限を受けるか、日常生活に著しい制限を加え

ることを必要とする程度の状態 
○ ○ 

３  級 
労働が著しい制限を受けるか、労働に著しく制限を加えることを

必要とする程度の障害を残す状態、および有する状態 
該当なし ○ 

障害手当金 
労働が制限を受けるか、労働に制限を加えることを必要とする程

度の状態 
該当なし ○ 
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(3) 各種制度 

初診日等による対象者 制 度 ●障害の状態・○その他の制限 手続・お問合せ 

２０歳前の方 障害基礎年金 

●障害の状態が、年金の障害等級１級

または２級に該当していること 

 

○所得が基準額を超える場合は半額

または全額が支給停止されます。 

保険年金課国民年金係 

内線 2112･2113 

国民年金加入中の方、または日

本国内に住んでいる６０歳以上

６５歳未満で年金制度に加入し

ていない間に初診日※1 がある

方 

障害基礎年金 

●障害の状態が、年金の障害等級１級

または２級に該当していること 

 

○納付要件※3 を満たしていること 

 

第１号被保険者の方→ 

保険年金課国民年金係 

内線 2112･2113 

 

第３号被保険者の方→ 

日本年金機構 

青梅年金事務所 

 

 

初診日等による対象者 制 度 ●障害の状態・○その他の制限 手続・お問合せ 

厚生年金の加入中である方 

（共済組合） 

障害厚生年金 

（障害共済年金） 

●障害の状態が、年金の障害等級１

級、２級または３級のいずれかに該当

していること 

 

○納付要件※3 を満たしていること 

○年金の障害等級１級または２級に

該当する方は、障害基礎年金と障害厚

生年金が支給されます 

日本年金機構 

青梅年金事務所 

 

 

各共済組合 
（平成２７年９月３０日

以前に初診日がある場合） 

障害手当金 

（障害一時金） 

●病気やケガが初診日から５年以内

に治り（症状が固定）、障害厚生年金

を受けることができない軽い障害が

残っていること 

 

○納付要件※3 を満たしていること 

国民年金に任意加入していな

かったことで障害基礎年金等を

受給していない①または②の方 

①平成３年３月以前に国民年

金任意加入対象者であった学

生（昼間部のみ） 

②昭和６１年３月以前に国民

年金任意加入対象であった厚

生年金（共済組合等）の加入

していた方の配偶者 

 

特別障害給付金 

 

●国民年金に任意加していなかった

期間内に初診日※1 があり、６５歳に

達する日の前日までに、年金の障害等

級１級または２級に該当し、請求する

こと 

 

○老齢年金等を受給されている場合、

または所得が基準額を超える場合は

支給が制限されます 

保険年金課国民年金係 

内線 2112･2113 
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制  度 対  象  者 制 限 等 窓口・手続 

心 身 障 害 者 

扶 養 共 済 

次の保護者および障害者の要件を満たしている方   

※保護者が加入者になります。 

（保護者） 

①次のすべての要件を満たしている方 

ア 障害者の保護者である。 

イ 東京都内に住所がある。 

ウ 加入年度の初日(４月１日)の年齢が 65 歳未満

である。 

エ 特別な疾病や障害がなく、保険契約の対象とな

る健康状態である。 

（障害者） 

①次のいずれかの障害を有している方 

ア 知的障害者 

イ 身体障害者(１～３級) 

ウ 精神または身体に永続的な障害があり、その程

度が上記アまたはイと同程度と認められる方 

②年間所得が 462 万 1 千円を超えないこと 

（制度の概要） 

保護者が毎月一

定の掛金を納め

ることにより、

保護者が死亡ま

たは重度障害と

認められたとき

に、障害者に終

身一定額の年金

が 支 給 さ れ ま

す。 

 

※その他、詳細

は窓口へお問い

合 わ せ く だ さ

い。 

＜各種手続＞ 

障がい者福祉課庶務係 

内線 2131･2132 

 

＜制度内容等＞ 

東京都福祉保健局 

扶養共済担当 

電話 03-5320-4148 
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◇ 手 当 ◇ 

 

 

 

         
 

 

制  度 対  象  者 給付の内容等 制  限 窓口・手続 

特 別 障 害 者 

手 当 

( 国 制 度 ) 

重度の障害があるため、日常生活にお

いて常時特別な介護が必要な２０歳以

上の方。 

①おおむね身体障害者手帳１～２級程

度と、おおむね愛の手帳１～２度程

度でかつそれらが重複している方。 

②またはこれらと同等の疾病、精神障

害の方。 

 

障害者手帳を取得していなくても、具

体的な疾病、外傷により心身に障害が

ある方は認定される場合があります。

ただし、加齢に伴う心身機能の低下は

基本的に非認定となります。 

１人 

月額 27,350 円 

次の方は対象外となります。 

 

①  施設に入所している方 

② ３か月を超えて長期入院

している方。 

③ 所得制限基準額を超える

方。 

④ 「原子爆弾被爆者に対す

る援護に関する法律」に

基づく介護手当を受給さ

れている方。 

障がい者福祉課 

庶務係 

内線2131･2132 

障 害 児 福 祉 

手 当 

（ 国 制 度 ） 

重度の障害があるため、日常生活に常

時介護が必要な 20 歳未満の方。 

①おおむね身体障害者手帳１級～２級

の一部、愛の手帳１度～２度程度の

児童。 

②またはこれらと同等の疾病、精神障

害の児童。 

１人 

月額 14,880 円 

次の方は対象外となります。 

 

①施設に入所している方。 

②障害年金を受給している

方。 

③所得制限基準額を超える

方。 

障がい者福祉課 

庶務係 

内線2131･2132 

特 別 児 童 

扶 養 手 当 

（ 国 制 度 ） 

次のいずれかの障害を有する２０歳未

満の児童を扶養している父・母または

養育者 

①１級 

・身体障害者手帳おおむね１～２級 

程度 

・愛の手帳 1～2 度程度 

②２級 

・身体障害者手帳おおむね３級程度 

・愛の手帳おおむね３度程度 

（指定の診断書の提出が必要） 

③上記の①～②と同程度の疾病もしく

は身体または精神の障害のある方。 

（指定の診断書の提出が必要） 

 

１級（重度） 

１人 

月額 52,500 円 

 

２級（中度） 

１人 

月額 34,970 円 

次の方は対象外となります。 

 

①施設に入所している方。 

②児童の障害を支給自由とす

る公的年金を受給している

方。 

③所得制限基準額を超える

方。 

 

障がい者福祉課 

庶務係 

内線2131･2132 
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◇ 障害福祉サービス、地域生活支援事業および障害児通所支援 ◇ 

１ 障害福祉サービスについて 
障害福祉サービスとは、障害のある方が自らサービス内容や事業者・施設を選択し、契約により各種サービスを利用

する制度です。障害者総合支援法に基づき日常生活に必要な支援・援助を受ける「介護給付」、自立した生活を送るこ

とができるよう必要な知識や技術を習得する「訓練等給付」に大別されます。 

また、障害福祉サービスとは別に、市区町村が独自で実施する「地域生活支援事業」があります。 

 

２ 利用方法 

手 続 方 法 窓口・手続 

①相談・申請 障がい者福祉課に御相談いただき、サービスの必要があれば、申請をします。 

障がい者福祉課 

①～③ 

相談支援係 

内線 2133･2134 

④と⑤ 

認定サービス係 

内線 2135･2136 

②調査 

障害者の心身の状況を把握するための８０項目の調査に加え、日中の活動状

況、本人・家族・介護者の状況、サービス利用意向、居住環境等に関する調

査を行い、医師の意見書を提出します。 

③審査・判定 

勘案事項調査や概況調査等を踏まえ、障害支援区分認定審査会において、障

害支援区分が認定されます。障害支援区分の認定内容を踏まえ、どのくらい

のサービスが必要か検討を行います。 

④利用計画案の 

作成 

指定特定相談支援事業者に相談し、サービス等利用計画案を作成してもらい、

それを市役所へ提出します。 

⑤決定・通知 
サービスの支給量等が決定され、「障害福祉サービス受給者証」が交付されま

す。 

⑥事業者と契約 サービスを利用する事業者を選択し、利用に関する契約を行います。 

⑦サービスの 

利用開始 

サービス利用開始となります。サービス利用の対価として、利用者負担金（原

則１割）を支払います。 
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３ 精神障害をお持ちの方が利用できる主な制度 

(1) 障害者総合支援法による障害福祉サービス 
対象者は、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、または、手帳をお持ちの方と同等の支援が必要と判断される方

です。 

 

体 系 種  類 サ ー ビ ス の 内 容 等 

訪 問 系 

サ ー ビ ス 

居 宅 介 護 

（ホームヘルプ） 

居宅において、入浴、排せつおよび食事等の介護、調理、洗濯、掃除等の家事なら

びに生活等に関する相談、助言、その他の生活全般にわたる援助を行います。 

行 動 援 護 

障害者等が行動する際に生じる危険を回避するために必要な援護、外出時における

移動中の介護、排せつおよび食事の介護、その他行動する際に必要な援助を行いま

す。 

短 期 入 所 

（ショートステイ） 

介護者が疾病その他の理由により、介護ができないときに障害者の方を短期間施設

に入所をさせ、入浴、排せつおよび食事その他の必要な保護を行います。 

日 中 

活 動 系 

サ ー ビ ス 

自 立 訓 練 

（機能訓練） 

身体障害のある障害者が、障害者支援施設等に通所したり、またはヘルパー等が障

害者の居宅を訪問することによって、理学療法、作業療法その他必要なリハビリテ

ーション、生活等に関する相談および助言その他の必要な支援を行います。 

（生活訓練） 

知的障害または精神障害のある障害者が、障害者支援施設等に通所したり、または

ヘルパー等が障害者の居宅を訪問することによって、入浴、排せつおよび食事等に

関する自立した日常生活を営むために必要な訓練、その他の必要な支援を行いま

す。 

就 労 移 行 支 援 

生産活動、職場体験その他の活動の機会の提供、その他の就労に必要な知識および

能力の向上のために必要な訓練、求職活動に関する支援、その適性に応じた職場の

開拓、就職後における職場への定着のための必要な相談、その他の必要な支援を行

います。 

就 労 継 続 支 援 

Ａ型（雇用型） 

生産活動その他の活動の機会の提供、その他の就労に必要な知識および能力の向上

のために必要な訓練、その他の必要な支援を行います。（雇用における最低賃金が

保証されます。） 

Ｂ型（非雇用型） 

通常の事業所に雇用されることが困難な者につき、生産活動その他の活動の機会の

提供、その他の就労に必要な知識および能力の向上のために必要な訓練、その他の

必要な支援を行います。 

就労定着支援 

生活介護、自立訓練、就労移行支援又は就労継続支援を利用して一般就労した方に

対し、利用者との対面による相談等や利用者を雇用した企業への訪問、関係機関と

の連絡調整等の支援を行います。 

自立生活援助 

障害者支援施設やグループホーム、精神科病院等を利用していた障害者で一人暮ら

しを希望する方に対し、定期的に訪問を行い、日常生活における課題を把握し、必

要な情報の提供や助言、関係機関との連絡調整等の支援を行います。 

居 住 系 

サ ー ビ ス 

施 設 入 所 援 助 
主として夜間において、入浴、排せつおよび食事等の介護、生活等に関する相談及

び助言、その他の必要な日常生活状の援助を行います。 

共 同 生 活 援 助 

（グループホーム） 

地域で共同生活を営むのに支障のない障害者について、主として夜間において、共

同生活を営むべき住居において相談、その他の日常生活上の援助を行います。 

相談支援 

事  業 

計 画 相 談 支 援 

障 害 児 相 談 支 援 

障害福祉サービス等を申請した障害者（児）について、サービス等利用計画の作成、

および支給決定後のサービス利用計画の見直し（モニタリング）を行います。 

地 域 移 行 支 援  

入所施設に入所している障害者、または精神科病院に入院している精神障害者につ

いて、住居の確保その他の地域における生活に移行するための活動に関する相談、

地域移行のための障害福祉サービス事業所等への同行支援を行います。 

地 域 定 着 支 援  

居宅で単身等で生活する障害者であって、地域生活を継続していくための常時の連

絡体制の確保による緊急時等の支援体制が必要と見込まれる方について、常時の連

絡体制を確保し、障害の特性に起因して生じた緊急の事態等に緊急訪問や緊急対応

等の各種支援を行います。 

 



- 15 - 

(2) 地域生活支援事業 

体 系 種  類 サ ー ビ ス の 内 容 等 

地 域 生 活 

支 援 事 業 

地域活動支援センター

事業（障がい者サポー

トセンター） 

障害のある人に対し、創作的活動または生産活動の機会の提供、社会との交流の

促進等を行います。 

移 動 支 援 事 業 

社会に参加する利用目的をもつ人で、障害によって一人での外出ができない場

合、目的地まで同行する支援を行います。ただし、通勤や通学、通院等の通年に

わたる利用目的においては使用できません。 

日 中 一 時 支 援 
家族等が、一時的に自宅で介護が行えなくなった場合に宿泊を伴わない日中の時

間の介護を行います。（日帰りショートステイ） 

 

(3) 障害児通所支援 
障害児通所支援とは、児童福祉法にもとづき障害のある児童や未就学児に対して、施設等に通所し、 

日常生活における必要な訓練等を受けられるものです。 

 

体 系 種  類 サ ー ビ ス の 内 容 等 

障 害 児 

通 所 支 援 

児 童 発 達 支 援 
障害児(未就学児)が施設に通所し、日常生活における基本的な動作の指導および集

団生活への適応訓練を行います。 

放 課 後 等 

デ イ サ ー ビ ス 

学校（幼稚園および大学を除く。）に就学している障害児について、授業の終了後ま

たは休業日に児童発達支援センター等の施設に通所し、生活能力の向上のために必

要な訓練や社会との交流の促進、その他必要な支援を行います。 

保 育 所 等 

訪 問 支 援 

保育所その他の児童が集団生活を営む施設等に通う障害児について、当該施設を訪

問し、当該施設における障害児以外の児童との集団生活への適応のための専門的な

支援等を行います。 
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◇ 税金の控除・免除 ◇ 

精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は、税金の控除や免除が受けられます。控除を受けるためには、申告が必要

ですので手続きをしてください。 

制  度 該当等級 控除・免除の内容 窓口・手続  

所 得 税 

住 民 税 

の障害者控除 

（障害者控除） ・納税者本人が障害者手帳をお持ちの場合は、本人の

所得から控除されます。 

・控除対象配偶者や扶養親族が障害者手帳をお持ちの

場合は、納税者の所得から控除されます。 

・所得控除額 

 所得税 27 万円 

 住民税 26 万円 

＜確定申告の方＞ 

青梅税務署 

０４２８－２２－３１８５ 

 

＜源泉徴収の方＞ 

勤務先の給与担当 

 

青梅税務署 電話相談センター 

 ０４２８－２２－３１８５ 

（音声ガイダンスに従い、「１」

を選択すると電話相談センター

につながります。） 

 

※所得税の申告をすれば住民税

の申告もしたものとみなされ

ます。 

２級 

３級 

(特別障害者控除) ・納税者本人が１級の障害者手帳をお持ちの場合は、

本人の所得から控除されます。 

・控除対象配偶者や扶養親族が１級の障害者手帳をお

持ちの場合は、納税者の所得から控除されます。さ

らに同居の場合は、特別障害者扶養控除(配偶者を含

む。)の加算があります。 

・所得控除額 

 所得税 40 万円 

 住民税 30 万円 

 

※なお、扶養している特別障害者が同居している場合

は、同居特別障害者控除として、さらに所得が控除

されます。 

１級 

住 民 税 の 

非 課 税 
１級～３級 

前年中の合計所得金額が、125 万円以下の方は、本人

が障害者であることの申告をすることにより、住民税

(市民税・都民税)が課税されません。 

 

※所得税で本人が障害者であることを申告している場

合は、住民税への届出は不要です。 

市民税課市民税係 

内線 2172･2173･2174 

相 続 税 

の 控 除 
１～３級 

満 85 歳未満の障害者が相続人となる場合、障害の程度

に応じた額が控除されます。 

 

※被相続人の死亡後１０か月以内に申告してください。 青梅税務署 

０４２８－２２－３１８５ 

贈 与 税 の 

非 課 税 
1 級 

特別障害者が特別障害者扶養信託契約に基づいて信託

受益権の贈与を受けた場合には、信託受益権の価格（信

託財産の価格）のうち、６千万円までの金額について

は贈与税が課税されません。 

利 子 等 の 

非 課 税 
１～３級 

マル優、特別マル優について、非課税制度を利用でき

ます。 
各関係金融機関 

個 人 事 業 税 

の 減 免 
１～３級 

納税者本人または扶養親族等が障害者で、前年中にお

ける総所得額(青色申告特別控除前)が、370 万円以下

である場合は減免されます。（１人につき 5,000 円、特

別障害者は１人につき10,000円） 

 

青梅都税支所 

０４２８－２２－１１５２ 

 

八王子都税事務所個人事業税係 

０４２－６４４－１１１４ 

 

※詳しくは、主税局課税部 

課税指導課へ 

０３－５３８８－２９６９ 
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制  度 該当等級 控除・免除の内容 窓口・手続  

自 動 車 税 

軽 自 動 車 税 

（ 環 境 性 能

割・種別割） 

の 減 免 

１級で、自立

支援医療（精

神通院）を受

けている方 

 

障害者一人につき一台減免されます。 

（軽自動車等も含む全ての自動車のうち一台に限りま

す。） 

・対象の自動車 

障害者または生計を一にする方が所有し、障害者自

身が運転または生計を一にする方がその障害者の通

院等のために運転する車 

 

・新たに自動車を購入し自動車税（種別割）が課税され

た場合は登録(取得)の日から１か月以内に自動車税

事務所へ手続きしてください。 

・すでに自動車を所有している場合は、当該年度の４月

１日から納期限までに、自動車税事務所または都税事

務所へ手続きしてください。 

・軽自動車税（種別割）の減免申請は、納期限までに、

市民税課に手続きしてください。 

・環境性能割は自動車税事務所が窓口ですが、購入先に

相談されることをお勧めします。 

（１か月以内に手続きが必要です。） 

 

※上記のほか、構造上もっぱら障害者の方のために使用

する自動車等に係る、自動車税等も減免の対象となり

ます。減免の内容等について、詳しくは各窓口へお問

合せください。 

＜自動車税（種別割）＞ 

＜環境性能割＞ 

八王子自動車税事務所 

０４２－６９１－６３５１ 

 

東京都 

自動車税コールセンター 

０３－３５２５－４０６６ 

 

自動車税テレフォンサービス 

０３－５９４６－６７２８ 

 

青梅都税支所 

０４２８－２２－１１５２ 

 

＜軽自動車税（種別割）＞ 

市民税課庶務係 内線 2171 
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◇ 交通機関の優遇 ◇ 

精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が受けられるサービスは、次のとおりです。 

制  度 該当等級 無料・割引の内容 窓口・手続 

 

 

 

都 営 交 通 

 

・電 車 

・バ ス 

・地下鉄 

・日暮里 

・舎 人 

ライナー 

 

１～３級 

（本人のみ） 

 

シ ル バ ー パ

ス、その他の

無料乗車券の

所持者は対象

外 

無料で乗車できる乗車証を発行します。 

＜乗車券の種類＞ 

・ＩＣカード（ＰＡＳＭＯ） 

・磁気券 

・紙券 

１.利用区間 

都営交通（都電、都バス、都営地下鉄、日暮里・舎人ラ

イナーの全運行区間） 

２.有効期限：発行日から２年間 

継続手続は有効期限の１３日前からできます。 

３.利用方法 

運賃支払の際に係員から提示を求められたら、精神障

害者保険福祉手帳の写真が貼付されたページと一緒に

乗車証を提示してください。 

申請書に必要事項を記入し、

「無料乗車券」の交付を受けて

ください。 

＜発行窓口＞ 

ＩＣカード・磁気券については

都営地下鉄、または日暮里・舎

人ライナーの定期券発売所で

発行します。 

紙券については、都電・都バス

の定期券発売所または障がい

者福祉課の窓口で発行します。 

内線 2133・2134 

民 営 バ ス 

１～３級 

 

※東京都が

発行する写

真が貼付さ

れた手帳で

あること 

①割引率 

 乗車券 50％（10 円単位は四捨五入） 

②利用できる交通機関 

東急、西武、小田急、京王、東武、京成、京浜急行、

関東、国際興業、立川、西東京、神奈川中央交通等 

③取扱い区間 

 東京都の区域内に路線（他県へ乗り入れている路線を含

む。）を有する民営バス 

④利用方法 

・運賃支払の際に、精神障害者保健福祉手帳の写真が貼

付されたページを、乗務員に提示してください。 

・バス共通カード・パスモ・スイカを御利用になる場合

は、運賃支払の際、事前に乗務員に申し出てください。 

障がい者福祉課相談支援係 

内線 2133・2134 

 

・写真が貼付されていない手帳

では割引を受けられません。 

・他の都道府県から交付された

手帳をお持ちの方は対象に

なりません 

・介護人は割引の対象になりま

せん。 

・高速バス、空港連絡バス、 

 深夜バス、急行バスは除きま

す。 

タ ク シ ー 
障害者手帳を

お持ちの方 

割引率 １０％（10 円未満の端数は切り捨て） 

 

※一部取扱いをしているタクシー会社がありますので、乗

車前に御確認ください。 

※乗車時に障害者手帳を呈示してください。 

東京ハイヤー・タクシー協会 

０３－３２６４－８０８０ 

駐車禁止規制 

の 適 用 除 外 

１級で、自立

支援医療（精

神通院）を受

けている方 

障害者が自分で運転する場合または同居の親族または介

護者の運転する車に同乗した場合、ステッカーを車の前面

に提出することで、公安委員会指定の駐車禁止場所等の規

制対象から、原則として除外されます。 

 

※その他要件等についての詳細は、窓口へお問合せくださ

い。 

障害者の方の居住地を管轄す

る警察署へ申請してください。 

＜持ち物＞ 

・障害者手帳 

・住民票の写し（発行から３ヶ

月以内のもの） 

・認印 

青梅警察署交通課 

０４２８－２２－０１１０ 

警視庁駐車対策課駐車対策第一係 

０３－３５８１－４３２１(代) 

 

 

 

 

 

 



- 19 - 

◇ 公共料金等の減免・免除 ◇ 
 
 １ 公共料金等 

制  度 対 象 者 給付の内容等 窓口・手続 

Ｎ Ｈ Ｋ 放 送 

受信料の減免 

精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方がいる世帯で、世帯構成

員全員が市民税非課税の場合 

全額免除 
障がい者福祉課庶務係 

内線 2131･2132 

 

※詳しくは、ＮＨＫふれあ

いセンターへ 

０５７０－０７７－０７７ 

世帯主で受信契約者の方が精神

障害者保健福祉手帳（１級）を

お持ちの場合 

半額免除 

都 立 公 園 等 

の 無 料 入 場 

精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方およびその付添者（必要

な範囲に限る。） 

入場料：無料 

恩賜上野動物園、井の頭自然文化園、多

摩動物公園、神代植物公園、旧芝離宮恩

賜庭園、浜離宮恩賜庭園、清澄庭園、小

石川後楽園、六義園、向島百花園、旧古

河庭園、殿ヶ谷戸庭園、夢の島熱帯植物

館、葛西臨海水族園、旧岩崎邸庭園 

 

公園窓口で手帳を呈示し

申請してください。 

 

東京都建設局公園緑地部 

公園課 

０３－５３２０－５３７６ 

 

都 立 公 園 

駐 車 場 の 

無 料 利 用 

精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方およびその付添者 

駐車場：無料 

代々木公園、砧公園、上野恩賜公園、水

元公園、井の頭恩賜公園、神代植物公園、

小金井公園、石神井公園、光が丘公園、

野川公園、葛西臨海公園、駒沢オリンピ

ック公園、府中の森公園、夢の島公園、

木場公園、東綾瀬公園、舎人公園、潮風

公園、篠崎公園、大泉中央公園、宇喜田

公園、大島小松川公園、城北中央公園、

武蔵野公園、武蔵国分寺公園、武蔵野の

森公園、赤塚公園、浮間公園、和田掘公

園、武蔵野中央公園、汐入公園、中川公

園、籚花恒春園 

 

駐車場窓口で手帳を呈示

し申請してください。 

 

東京都公園協会 

０３－３２３２－３１３８ 

 

※障害者団体利用の場合

は、使用料免除申請書を

提示することで無料 

 

都立文化施設 

の 無 料 入 場 

および駐車場 

の 無 料 利 用 

精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方およびその付添者 

 

※付添者の人数は施設によって

異なります。事前連絡が必要な

施設がありますので、あらかじ

めお問い合わせください。 

入場料および駐車場：無料 

① 東京都庭園美術館、東京都江戸東

京博物館、江戸東京たてもの園、

東京都写真美術館、東京都現代

美術館、東京都美術館 

② 東京体育館、駒沢オリンピック公

園総合運動場、東京武道館、東

京都辰巳国際水泳場、若州海浜

公園ヨット訓練所、武蔵野の森

総合スポーツプラザ、 

③ 東京スポーツ文化館、 

④ 高尾の森わくわくビレッジ 

 

※一部有料となる場合があります。 

受付窓口で手帳を呈示し

申請してください。 

 

①東京都生活文化局文化

振興部企画調整課 

０３－５３８８－３１５８ 

②東京都ｵﾘﾝﾋ゚ ｯｸ・ﾊ゚ ﾗﾘﾝﾋ゚ ｯｸ準備

局ｽﾎ゚ ﾂー推進部施設管理係 

 ０３－５３８８－１３３７ 

③東京スポーツ文化会館 

 ０３－３５２１－７３２１ 

入場は手帳の呈示不要。利用料は

別途必要となります。 

④高尾の森わくわくビレッジ 

 ０４２－６５２－０９１１ 

入場・駐車場利用とも手帳の呈示

不要。利用料は別途必要となりま

す。 
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制  度 対 象 者 給付の内容等 窓口・手続 

海 上 公 園 等 

の 無 料 入 場 

精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方およびその付添者（原則

１名、必要な範囲に限る。） 

入場料：無料 

東京港野鳥公園 

公園窓口で手帳原本を呈示

し申請してください。 

東京港野鳥公園管理事務所 

０３－３７９９－５０３１ 

海 上 公 園 等 

駐 車 場 の 

無 料 利 用 

精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方（手帳の写しは不可） 

 

① 辰巳の森海浜公園(１号) 

② 若洲公園キャンプ場（キャンプ・

ＢＢＱ・貸自転車） 

③ 若洲海浜公園（釣り・サイクリン

グ） 

④ 大井ふ頭中央海浜公園(１号・２

号)、城南島海浜公園(１号・２号) 

⑤ お台場海浜公園(１号・２号)、シン

ボルプロムナード公園(Ａ棟・Ｂ棟) 
 

駐車場窓口で、手帳を呈示

し申請してください。 

① 東京港埠頭㈱辰巳の森海浜

公園管理事務所 

０３－５５６９－８６７２ 

② 東京港埠頭㈱若洲公園キャ

ンプ場 

０３－５５６９－６７０１ 

③ 東京港埠頭㈱若洲海浜公園 

０３－３５２２－３２２５ 

④ 東京港埠頭㈱公園事業部企

画開発課 

０３－３５９９－７４６１ 

⑤ 株式会社東京ﾃﾚﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

  ０３－５５００－５６７２ 

 

東京港埠頭㈱公園事業部企画開発

課 

０３－３５９９－７４６１ 

Ｎ Ｔ Ｔ 無 料 

番 号 案 内 

(ふれあい案内) 

精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方 

ＮＴＴにあらかじめ申請することによ

り１０４の電話番号案内を無料で利用

できます。 

サービスの詳細はお問い合わせ下さい 

ＮＴＴふれあい案内 

０１２０－１０４－１７４ 

携 帯 電 話 の 

割 引 サ ー ビ ス 

精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方 

基本料金や各種サービスなどの割引が

受けられるようですがサービスの詳細

は、各携帯電話会社へ直接お問い合わ

せ下さい。 

各携帯電話会社 

映画館の入場料金 
精神障害者手帳をお持ちの方お

よび付き添いの方 

入場料金が割引されます。 

付添いの方の人数については窓口に御

確認ください。 

窓口で手帳を呈示して割引

の適用を受けてください。 

問い合わせは各映画館へ。 
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２ 青梅市内の無料利用施設 
以下の施設について、窓口に手帳を呈示すれば無料で利用できます。 

施 設 名 対 象 者 所 在 地 等 窓口・手続 

青 梅 市 立 美 術 館 

手帳所持者 

 

※一部介助者も対象 

入館料：無料  

※介助者（１名）も無料 

所在地 青梅市滝ノ上町１３４６－１ 

青梅市立美術館 

電話 ０４２８－２４－１１９５ 

青梅市吹上しょうぶ公園 

入場料：無料 

所在地 青梅市吹上４２５ 

※介助者（１名）も無料 

商工観光課観光係 

内線 2343 

住 友 金 属 鉱 山 

ア リ ー ナ 青 梅 

( 青 梅 市 総 合 体 育 館 ) 

使用料：無料 ※個人利用 

所在地 青梅市河辺町４－１６－１ 

住友金属鉱山アリーナ青梅 

（青梅市総合体育館） 

電話 ０４２８－２４－７７２１ 

青 梅 市 営 プ ー ル 

使用料：無料 

所在地 

東原公園水泳場 青梅市今寺５－１１ 

わかぐさ公園こどもプール 

青梅市河辺町８－１４－３ 

住友金属鉱山アリーナ青梅 

（青梅市総合体育館） 

電話 ０４２８－２４－７７２１ 

青 梅 鉄 道 公 園 
入場料：無料  

所在地 青梅市勝沼２－１５５ 

青梅鉄道公園 

電話 ０４２８－２２－４６７８ 

上記以外の施設については、直接施設へお問合せください。 
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◇ 日常生活の援護 ◇ 
 

制  度 対 象 者 給付の内容等 窓口・手続 

福 祉 バ ス の 

利 用 

在宅で生活している

方で車いす利用者ま

たは自力での歩行や

公共交通機関を利用

することが困難な方

で、精神障害者保健

福祉手帳１級をお持

ちの方 

 

※施設に入所してい

る方は対象外です。 

車いすを使用する等､歩行が困難な心身に重度の障

害をお持ちの方が外出するときに、リフト付ワゴン

車により輸送サービスを利用できます。 

事前の利用登録が必要です。 

 

＜利用限度回数＞ 

１か月８回（往復して１回）以内 

（翌月への繰越不可） 

片道利用は０.５回とする。 

 

＜利用距離＞ 

片道５０㎞以内（走行距離） 

 

＜利用目的＞ 

 通院、社会福祉団体等の行事参加 

 

＜運行時間＞ 

午前８時３０分 ～ 午後５時 

年末年始（12/31～1/3）を除く毎日 

 

＜利用登録申込み＞ 

障がい者福祉課庶務係 

内線 2131･2132 

 

 

市 指 定 収 集 袋 

の 減 免 

精神障害者保健福

祉手帳１級をお持

ちの方がいる市民

税非課税世帯 

年間当該枚数の指定収集袋を交付します。 

・燃やすごみ袋        ６０枚 

・燃やさないごみ袋      １０枚 

・容器包装プラスチックごみ袋 ３０枚 

 

次の条件で、すでに減免を受けている場合は対象外とな

ります。 

①６５歳以上のみの市民税非課税世帯 

②生活保護受給世帯 

③児童扶養手当または特別児童扶養手当受給世帯 

④身体障害者手帳１級または２級をお持ちの方が

いる市民税非課税世帯 

⑤愛の手帳１度または２度もしくは同程度の療育

手帳をお持ちの方がいる市民税非課税世帯 

※上記枚数は４月または５月申請の場合です。申請

月によって交付枚数が異なります。 

※担当窓口へ手帳と認印をお持ちください。 

清掃リサイクル課清掃係 

内線 2513･2514･2515 

下 水 道 使 用 料 

の 減 免 

精神障害者保健福

祉手帳１級をお持

ちの方がいる市民

税非課税世帯 

１か月あたり汚水排出量８立方メートルまでの使

用料が免除されます。 

 

次の方は対象外となります。 

生活保護、児童扶養手当または特別児童扶養手当受

給世帯ですでに下水道使用料の減免を受けている

世帯、下水道使用料の滞納がある世帯 

 

下水管理課業務係 

内線 2642・2643 
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◇ 住 宅 ◇ 

１ 都営住宅 

制  度 対 象 者 内  容 窓口・手続 

家 族 向 

単 身 者 向 

(抽選方式) 

① 乙優遇 

申込者または同居親族が精神障害者保健福

祉手帳(１～２級)を所持している方で都営

住宅入居資格のある方 

② 甲優遇 

申込者または同居親族が精神障害者保健福

祉手帳(３級)を所持している方で都営住宅

入居資格のある方 

※障害年金等の受給に際し、障害の程度が同程

度と判定された方を含みます。 

一般の方よりも有利な優遇

抽選がうけられます。 

①乙優遇（「一般」区分の７

倍） 

②甲優遇（「一般」区分の５

倍） 

 

・所定の申込書により募

集期間中に郵送でお

申込みください。 

 

・詳しくは、下記にお問

合せください。 

 

ＪＫＫ東京 

（東京都住宅供給公社） 

都営住宅募集センター 

TEL０３－３４９８－８８９４ 

FAX０３－３４０９－４５２７ 

テレホンサービス 

０３－６４１８－５５７１ 

家 族 向 

(ポイント方式) 

申込者または同居親族が精神障害者保健福祉

手帳(１～２級)を所持している方で都営住宅

入居資格のある方 

※申込者が都内に継続して３年以上居住して

いる方に限ります。 

※障害年金等の受給に際し、障害の程度が同程

度と判定された方を含みます。 

書類審査や実態調査に基づ

いて住宅困窮度を判定し、

困窮度の高い順に住宅をあ

っせんする募集方式で、応

募できる世帯が限られてい

ます。 

使 用 承 継 制 度 
都営住宅に住んでいる方で精神保健福祉手帳

をお持ちの方とその同居者 

使用承継は原則として配偶

者のみに認められます。承

継しようとする方または同

居者が手帳をお持ちのと

き、例外として三親等の親

族まで使用承継できる場合

があります。 

ＪＫＫ東京 

（東京都住宅供給公社） 

お客さまセンター 

０５７０－０３－００７１ 

または 

０３－６２７９－２６５２ 

（ナビダイヤルがご利用でき   

ない方。携帯電話の無料通話分

や割引サービスをご利用の方） 

 
使 用 料 の 

特 別 減 額 

都営住宅に住んでいる方で、精神障害者保健福

祉手帳（１～２級）をお持ちの方 

該当する区分の使用料を減

額(原則として半年または

１年間、継続可能) 

減額率は所得により異なり

ます。  

 

２ 市営住宅 

制  度 対 象 者 内   容 窓口・手続 

市 営 住 宅 

①青梅市内に３ヶ月以上居住しているこ

と（外国人は１年以上） 

②現在、住宅に困っていることが明らか

であること 

③世帯の所得が所得基準内であること 

④市税を完納していること 

⑤入居が決定した場合、市で定める使用

手続きが完了できること 

市営住宅の入居者は一定の申込

資格のある方の中から抽選で決

定します。 

募集期間と方法は、その都度「広

報おうめ」でお知らせします。 

 

※詳しくは、窓口へ御相談くださ

い。 

住宅課公営住宅係 

内線 2531・2532 
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◇ 障害者世帯への貸付（生活福祉資金貸付制度） ◇ 
 

【対象】 

・身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方がいる世帯。 

・障害者総合支援法によるサービスの受給者証を所有している方がいる世帯。 

・返済の見通しがたつ世帯。 

 

障害の為に貸付が必要な状況である場合に限ります。その他、内容別にも条件があります。ご相談をいただいた結果、

貸付ができない場合もありますので、詳細はお問い合わせください。 

 

【内容】 

・転居等に必要な費用 

・障害者用自動車の購入や修理に必要な費用 

・住宅改修等に必要な費用 

・福祉用具等の購入に必要な費用 

・障害者サービスを受ける為に必要な費用 

・就職の支度に必要な費用 

・生業（自営業）を営む為に必要な費用 

・技能習得に必要な費用 

・障害者用自動車の修理に必要な費用 

 

上記の内容により、貸付の限度額や返済期間が異なります。 

 

【担当】 

社会福祉協議会 

０４２８－２２－１２３３ 
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◇ 余暇活動 ◇ 

１ スポーツ 
(1) 障害者スポーツセンター 

利用施設 対 象 者 内 容 等 利用料金・休館日 窓口・手続 

東京都障害者 

総合スポーツ 

セ ン タ ー 
①障害者手帳をお持

ちの方 

②前記の方と同程度

の方 

③前記の方の介護を

する方 

④障害のある方の福

祉増進を目的とす

る団体 他 

 

（④は文化施設のみ） 

障害のある方々の健康増

進と社会参加を促進する

ための障害者専用のスポ

ーツ施設です。 

障害のある方が一人で来

ても、気軽にスポーツやレ

クリエーションを楽しむ

ことができます。 

障害の種類、程度、スポー

ツの経験、利用目的等に応

じて支援を行います。 

各種スポーツ教室や大会

も行っています。 

＜利用料金＞ 

・体育施設と文化施設

は無料 

・宿泊施設は有料 

 

＜休館日＞ 

・毎週水曜日 

（祝日の場合は原則と

して翌日） 

・祝日の翌日 

（日曜日の場合は休館

しない。） 

・年末年始（12 月 29 日

から１月３日） 

※臨時休館もあります

ので、御利用の際は窓

口へお問い合わせく

ださい。 

北区十条台１－２－２ 

電話 

０３－３９０７－５６３１ 

ＦＡＸ 

０３－３９０７－５６１３ 

 

東 京 都 多 摩 

障 害 者 

ス ポ ー ツ 

セ ン タ ー 

国立市富士見台２－１－１ 

電話 

０４２－５７３－３８１１ 

ＦＡＸ  

０４２－５７４－８５７９ 

 

 

(2) 障害者スポーツ大会 

対 象 者 内 容 等 窓口・手続 

精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方で、４

月１日現在中学生以上の方。 

 

※手帳をお持ちでない方でも、その取得に準

ずる障害のある方も参加できます 。 

陸上競技、卓球、フライングディスクを

実施しています。（毎年５～６月頃） 

 

※事前に申込みが必要です。 

(公社)東京都障害者スポーツ協会 

新宿区神楽河岸１－１ 

セントラルプラザ１２階 

電話 ０３－６２６５－６００１ 

F A X ０３－６２６５－６０７７ 

 

 

２ 保養施設 
障害者の保養等の目的として、全国にある宿泊施設の利用料金を一部助成します。 

制  度 対 象 者 給付の内容等 窓口・手続 

東 京 都 障 害 者  

休 養 ホ ー ム 

事 業 

都内に在住する精神障害

者保健福祉手帳所持者お

よびその付添者 

（助成を受けられるのは

障害者 1 人につき介助者

1 人） 

指定施設利用の際、1 泊につき次の額を限度とし

て宿泊利用料の一部を助成します。 

（助成上限額） 

・手帳所持者 

  大人 6,490 円 

  小人 5,770 円 

 

・付添者については 

  大人 3,250 円 

 

助成回数に制限があります。 

（年度 1 人 2 泊） 

※前年度の繰り越しはできません。 

パンフレット、申込書は、

障がい者福祉課の窓口に

あります。 

施設や利用方法等の詳細

は、パンフレットに記載

されています。 

 

障がい者福祉課庶務係 

内線 2131・2132 

 

日本チャリティ協会 

電話 03-3353-5942 

FAX   03-3359-7964 

（FAXは聴覚障害者専用） 
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◇ 職業関係 ◇ 

１ 公共職業安定所（ハローワーク） 
都内のハローワークには、地域の障害者就労支援機関の充実や精神障害者自身の就労意欲の高まりから、職業相談

に来所する精神障害者が増加しています。 

ハローワークには、障害者の職業相談・職業紹介を担当する窓口である「専門援助（第二）部門」と、企業におけ

る障害者の雇用管理に関する相談・支援を担当する窓口である「雇用指導官」が配置されています。 

また、専門援助（第二）部門には、精神障害者や発達障害者を担当する精神障害者雇用トータルサポーター、障害

者に関する専門知識を有する就職支援コーディネーターや就職支援ナビゲーター等の相談員が配置され、本人を始め、

家族や事業所に対して相談・支援を行っています。 

なお、精神障害者雇用トータルサポーターにつきましては、予約相談を実施していますので、まずは電話にて予約

してください。 

 

名  称 所 在 地 電 話 番 号 
職業相談

員の配置 

問合せ時間 

（平日のみ） 

ハローワーク青梅 

（分庁舎） 
青梅市東青梅３－２０－７ ０４２８－２４－９１７３ ○ 

午前８時３０分 

～ 午後５時１５分 

 

２ 青梅市障害者就労支援センター 
市内にお住まいの障害をお持ちの方の中で、一般企業に就職を希望される方への就職相談、能力開発や訓練等の助

言、公共職業安定所（ハローワーク）と連携した職場紹介、就労への職場実習から定着へ継続した支援を行います。

利用登録期間は原則２年間ですが、必要に応じて更新することができます。 

相談にかかる費用は無料ですが、職場実習や訓練等にかかる実費、交通費等は、自己負担となります。 

なお、センター利用に際しては、電話またはＦＡＸで予約してからお越しください。 

 

名  称 対  象  者 内   容 窓   口 

青 梅 市 障 害 者 

就 労 支 援 

セ ン タ ー 

市内に居住する障

害者等であって、

次のいずれかに該

当する方 

①一般企業への就

労を希望する 

１５歳以上の方 

②市内の福祉施設

や小規模（多機

能型）作業所等

の福祉的就労に

就いている方で

一般企業への就

労を希望する方 

③企業・事業所等

に在職している

方等 

次に規定する就労面および生活面の

支援を一体的に提供します。また、就

労支援事業を円滑に進めていくため

にその他の支援を行います。 

①就労面の支援 

・職業相談、就職準備支援、職場開

拓、職場実習支援、職場定着支援 

 ・離職時の調整および離職後の支援 

②生活面の支援 

 ・日常生活の支援、職業生活支援、

社会生活支援、将来設計自己決定

支援 

③その他の支援 

・インターネットを活用した就労に

関する情報収集および提供、関連

機関・協力機関とのネットワーク

形成、障害者就労の活性化、雇用

の啓発、（地域開拓促進コーディ

ネート業務） 

青梅市障害者就労支援センター 

 

利 用 日 月曜日から金曜日の毎日 

利用時間 午前９時から午後５時まで 

住  所 東青梅１－２－５ 

      東青梅センタービル３階 

電  話 ０４２８－２５－８５１０ 

Ｆ Ａ Ｘ ０４２８－２５－８５１２ 

 

※初めての方は、事前予約が必要です。 
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３ 職業能力開発センター 
東京都では、精神障害回復者の職業的自立と社会参加を積極的に推進するため、原則として各都道府県の公共職業

能力開発校（一般校）のうち一校を拠点校として、精神障害者の受け入れを行うという国の方針を受け、平成５年度

からすべての専門校を対象に精神障害者の受け入れを実施しています。 

職業能力開発センターは現在、都内に１３校あります。利用者が選択できるよう昼間、夜間の様々なコースを設け

ています。 

制  度 対 象 者 内   容 窓口・手続 

職 業 能 力 

開 発 セ ン タ ー 

（ 一 般 校 ） 

 

精神障害者保健福祉手

帳の交付を受けている

方で毎日の職業訓練に

耐え、一般就労の見込

がある方 

就職に必要な知識・技能の習得を目指して訓

練を行います。 

 

＜申込み＞ 

青梅公共職業安定所 

（ハローワーク） 

０４２８－２４－９１７３ 

 

東 京 障 害 者 

職 業 能 力 

開 発 校 

職業的自立が見込ま

れ、１日８時間の訓練

を継続して受けられる

方で次のいずれかに該

当する方 

① 身体障害者 

② 知的障害者 

③ 精神障害者 

④ 発達障害者 

⑤ ①～④の以外の方は

要相談 

就職に必要な知識・技能の習得を目指して訓

練を行います。 

 

※東京都立職業能力開発センターでも受け

られます。 

 

所在地 小平市小川西町２－３４－１ 

電 話 ０４２－３４１－１４１１（代） 

ＦＡＸ ０４２－３４１－１４５１ 

http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/school/

handi/ 

＜申込み＞ 

青梅公共職業安定所 

（ハローワーク） 

０４２８－２４－９１７３ 
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４ （公財）東京しごと財団 
障害のある方の就業促進を図るため、地域の障害者就労支援機関等と連携し、セミナーや相談会、定着支援等の様々

な事業を行っています。 

事業名 内   容 窓口・手続 

総合コーディネート事業 

ハローワークや地域の障害者就労支援機関、企業等

の関係機関と連携して、障害のある方の一般就労に向

けた普及啓発から就業相談、企業とのマッチング、職

場定着までの各種事業を行います。 

＜お問合せ・相談・申込先＞ 

（公財）東京しごと財団 

障害者就業支援課 

千代田区飯田橋３－１０－３ 

東京しごとセンター８階 

電話 ０３－５２１１－２６８２ 

F A X ０３－５２１１－５４６３ 
東 京 ジ ョ ブ コ ー チ 

支 援 事 業 

障害のある方が就職し新しい職場で円滑に働き続

けることができるように、また、雇用する企業がスム

ーズに受け入れられるように、都独自の「ジョブコー

チ」が訪問し、障害者の作業適応支援や職場内の環境

調整など職場定着に向けた支援をします。 

 

＜対象者＞ 

都内在住または在勤の障害のある方で、①就職中ま

たは就職が決定している方②就職に結びつく可能性の

ある職場体験実習を行う方 

＜期間＞ 

１人につき概ね２０回程度 

障 害 者 委 託 訓 練 事 業 

ハローワークと連携し、障害のある方が仕事をする

上で必要な知識や技能を身につけるため、企業をはじ

め社会福祉法人、ＮＰＯ法人、民間教育機関等、地域

の様々な機関を活用した短期の職業訓練を実施しま

す。 

＜対象者＞ 

次のすべてにあてはまる方です。 

① ハローワークに求職登録を行い、受講の推薦を受

けた方、または中途障害等により休職中の方 

② 身体障害者手帳、愛の手帳（療育手帳）、精神保健

福祉手帳のいずれかをお持ちの方等 

知的障害・精神障害・発達障害・高次脳機能障害・

難病等があり、公的な判定書（意見書・診断書）

や医療券をお持ちの方 

③ 職業委託訓練を通じて就労しようとする意志のあ

る方 

④ 障害の症状が固定もしくは安定しており訓練受

講に支障のない方 

⑤ 訓練施設まで通所ができる方 

訓練の内容、訓練期間等の情報はホームページでご

確認ください。 

＜申込み＞ 

青梅公共職業安定所 

（ハローワーク） 

０４２８－２４－９１７３ 

 

＜お問合せ・相談・申込先＞ 

（公財）東京しごと財団 

障害者就業支援課 

委託訓練推進班 

千代田区飯田橋３－１０－３ 

東京しごとセンター８階 

電話 ０３－５２１１－２６８３ 

F A X ０３－５２１１－２６８０ 

 

詳しくはホームページをご覧くだ

さい。 

https://www.shigotozaidan.or.jp/ 
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５ 精神障害者社会適応訓練事業 

社会復帰の途上にある通院中の精神障害者を対象に、東京都が協力事業所（一般企業・団体）に委託して生活指導、

社会適応訓練等を行います。 

※病気を公表せず働きたい方や、すぐに高い賃金を得たい方は、この訓練には適しません。 

対  象  者 内   容 窓口・手続 

作業能力が低下しており、一般就労が難

しい方や、就労体験の不足や自信がない

ために訓練を受けたいと考えている方で

次の①～③の要件を満たす精神障害者 

①都内に住所を有する方 

②現在通院中で比較的症状が安定してい

る方 

③原則として１５歳以上６０歳未満の方 

・訓練によって生活のリズムを整えたり、仕

事をする集中力や持続力をつけたり、社会的

に自立することを目的としています。 

・作業内容、作業時間は対象者の作業能力等

を考慮しながら、それぞれの事業所と決めて

いきます。 

 

＜訓練期間＞ 

・原則６か月 

・必要に応じて６か月を単位に最長３年を限

度として更新できます。６か月ごとに保健師

や事業主と見直しを行います。 

東京都西多摩保健所 

０４２８－２２－６１４１ 

 

※利用希望者は、主治医の意

見を聞いてからお問合せく

ださい。 

 

 

６ 精神障害者総合雇用支援 
主治医、雇用事業所の産業医等の医療関係者と連携し、障害者や事業主に対し、就職に向けての職業相談、職業能

力・適性等の評価から就職後のアフターケア、定着・復職等の相談・支援まで、一貫したサービスを提供します。 

制  度 対 象 者 内   容 窓口・手続 

精 神 障 害 者 

総 合 雇 用 支 援 

①精神障害者 

②精神障害者を

雇用する、ま

たは雇用しよ

うとする事業

主 

主治医との連携のもと、職場復帰、雇用促進お

よび雇用継続のそれぞれの段階で専門的な支援

を行います。 

①職場復帰支援 

・職場復帰のコーディネートやリワーク支援 

②雇用促進支援・雇用継続支援 

・職業評価、職業指導 

・職業準備支援（センター内での作業支援、

ストレス対処、障害や疾病の自己理解等に関

する講座・グループワーク、対人技能訓練） 

・職場適応援助者（ジョブコーチ）による支

援 

・精神障害のある方の採用計画等を含む雇用

管理や職場適応の状況に応じた助言・援助 

＜費用＞ 

支援対象者・雇用事業主に対する支援について

無料で行います。 

東京障害者職業センター多摩支所 

立川市曙町２－３８－５ 

立川ビジネスセンタービル５階 

０４２－５２９－３３４１ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



- 30 - 

◇ 青梅市内の医療機関（精神関連） ◇ 

１ 精神病院 

名   称 住   所 電 話 番 号 デイケア 
自立支援医

療指定 

青梅市立総合病院 東青梅４－１６－５ ０４２８－２２－３１９１ 無 有 

青梅厚生病院 今井１－２５４７ ０４２８－３１－７７７７ 無 有 

博仁会診療所 富岡１－３１８ ０４２８－７４－４４１１ 無 有 

武蔵野台病院 今井１－２５８６ ０４２８－３１－６６３２ 無 有 

東京青梅病院 富岡３－１２５４ ０４２８－７４－７１１１ 
有 

（小規模） 
有 

東京海道病院 末広町１－４－５ ０４２８－３２－０１１１ 無 有 

多摩リハビリテーション病院 長淵９－１４１２－４ ０４２８－２４－３７９８ 無 有 

鈴木慈光病院 長淵５－１０８６ ０４２８－２２－３１２６ 
有 

（小規模） 
有 

青梅成木台病院 成木１－４４７ ０４２８－７４－４１１１ 
有 

（大規模） 
有 

西東京病院 成木１－１２２ ０４２８－７４－５２２８ 無 有 

成木長生病院 成木４－５７６ ０４２８－７４－５１２１ 
有 

（小規模） 
有 

 

 

 

２ 精神科診療所（クリニック） 

名   称 住   所 電 話 番 号 デイケア 
自立支援医

療指定 

河辺皮膚科メンタルクリニック 河辺町１０－1３－１ ０４２８－２４－３０５５ 無 有 

中野クリニック 
河辺町５－２１－３ 

ベリテビル３０１号 
０４２８－２４－８７７１ 

有 

（小規模） 
有 

瀧川メンタルクリニック 師岡町４－１－８ ０４２８－２５－２２７７ 
有 

（小規模） 
有 
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３ 訪問看護ステーション 

名    称 住   所 電 話 番 号 

岩尾会訪問看護ステーション 末広町１－４－５ ０４２８－３２－０２１１ 

和風会梅の園訪問看護ステーション 
長淵６－４８３－４ 

ダイユウマンション１Ｆ 
０４２８－２２－０２０７ 

訪問看護ステーションＩ－Ｍｅ（アイミー） 新町９－２１５３－３ ０４２－５７０－１２０１ 

訪問看護ステーション ポッポ 勝沼１－２８－１４ ０４２８－２２－８０８２ 

ケアサポートカナイ訪問看護ステーション 
新町５－５－１３ 

メゾン幸和第２ビル２０２ 
０４２８－３３－５８５６ 

医療法人社団幸悠会 訪問看護ステーション 

ファインデイズ青梅 

長淵５－１０８６ 

多目的ホール１階 
０４２８－８４－２８３４ 

訪問看護ステーション あん 
新町５－３６－１１ 

シーグリーン１０２ 
０４２８－７８－２５１７ 

ケアーズ青梅 アラウンド∞訪問看護ステー

ション 
新町８－２５－１－Ａ１０１ ０４２８－７８－０８２７ 

順心訪問看護ステーション 新町９－４－２ ０４２８－３３－０１５１ 

大久野病院訪問看護ステーション※ 千ヶ瀬町６－７９７－１ ２階 ０４２８－７８－３１１２ 

※利定会大久野病院訪問看護ステーションは、高次脳機能障害者の方に限ります。 
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◇ 青梅市内の事業所 ◇ 
市内にある事業所の中で、精神の障害をお持ちの方を対象に事業を行っている事業所を掲載しております。    

１ 計画相談支援 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

特定・障害児相談事業所 じりつ 今井５－２４３４－２ ０４２８－３２－１６３１ 

相談支援センター わかば 大門２－２５９－３ ０４２８－３４－９２３０ 

特定相談支援事業所 だいもん 
大門２－２６１－１ 

青梅市障がい者サポートセンター内 
０４２８－３０－０１５２ 

相談支援事業所 おおぞら 成木２－１３０－２ ０４２８－７４－４１９２ 

相談支援事業所 くらやしき 新町１－８－２ ０４２８－７８－２７２２ 

ほめてこ・おうめ児童相談所 
新町３－６５－２ 

パークハイツ蔵屋敷１０５号室 
０４２８－７８－２３３５ 

ポラリス相談室 新町７－５－５ ０４２８－２７－４１７８ 

ケアープラン新町 
新町７－６３－５ 

エルベール新町Ⅱ号館１３３ 
０４２８－３０－００８５ 

相談支援事業はんず 本町１３１ 桑田ビル４階 ０８０－６７５６－４９８３ 

有限会社アイケアーサービス青梅 東青梅１－７－８ ０４２８－２２－２３３９ 

自立支援塾おうめ・相談室 
東青梅３－８－５ 

葵マンション１０６ 
０４２８－８４－００５４ 

もみの木 
東青梅６－２－２９ 

カーサオヤマ１０２号 
０４２８－７８－３６９１ 

多機能型支援施設 ほたるの里 長淵５－１０８６ ０４２８－２５－１２００ 

２ 地域移行支援 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

相談支援事業所 おおぞら 成木２－１３０－２ ０４２８－７４－４１９２ 

相談支援事業所 くらやしき 新町１－８－２ ０４２８－７８－２７２２ 

多機能型支援施設 ほたるの里 長淵５－１０８６ ０４２８－２５－１２００ 

３ 地域定着支援 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

相談支援事業所 くらやしき 新町１－８－２ ０４２８－７８－２７２２ 

多機能型支援施設 ほたるの里 長淵５－１０８６ ０４２８－２５－１２００ 
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４ 宿泊型自立訓練 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

多機能型支援施設 ほたるの里 長淵５－１０８６ ０４２８－２５－１２００ 

５ 自立訓練（生活訓練） 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

多機能型支援施設 ほたるの里 長淵５－１０８６ ０４２８－２５－１２００ 

６ 就労移行支援 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

青梅市自立センター 就労支援事業所 今井５－２４３４－２ ０４２８－３２－１６３１ 

ジョイントワーク ひこばえ 大門２－２５９－３ ０４２８－３２－８７５７ 

７ 就労継続支援（Ａ型） 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

自立支援塾 ぱん工房 
東青梅２－１８－５ 

セトル東青梅１０６・１０７ 
０４２８－８４－２４２１ 

アルホープ 
東青梅５－３－４ 

アルトポンテ２階 
０４２８－２４－３６１２ 

８ 就労継続支援（Ｂ型） 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

青梅市自立センター 就労支援事業所 今井５－２４３４－２ ０４２８－３２－１６３１ 

ジョイントワーク ひこばえ 大門２－２６１－１ ０４２８－３２－８７５７ 

いいあさファーム 成木３－３１５－５ ０４２８－８５－８６７６ 

自立支援塾 クリード新町 
新町７－５４－６ 

クリード青梅新町 
０４２８－３３－１２５６ 

自立支援塾 ぱん工房 
東青梅２－１８－５ 

セトル東青梅１０６・１０７ 
０４２８－８４－２４２１ 

自立支援塾 ぱん工房べんとう部 
東青梅４－１９－５ 

自立支援塾かべ１階 
０４２８－８４－２９１２ 

自立支援塾 クリード青梅 野上町４－４－５ 藤村ビル１階 ０４２８－３０－７１０３ 

ダックス 黒沢３－１７７８－１ ０４２８－７４－９５４６ 

和気あいあいグリーンハウス 
東青梅１－８－８ 

ケイ・コーナービル１階 
０４２８－２３－１５２５ 

就労継続支援Ｂ型作業所 悠 師岡町４－１２－１８ ０４２８－８４－２１７７ 
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９ 生活介護 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

青梅市自立センター 生活介護事業所 今井５－２４３４－２ ０４２８－３２－１６３１ 

いいあさファーム 成木３－３１５－７ ０４２８－８５－８６７６ 

自立支援塾クリード青梅 
新町７－５４－６ 

クリード青梅新町管理棟 
０４２８－３３－１２７７ 

10 居宅介護 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

ウェルビーケアセンター 友田町４－２７８－１７ ０４２８－２７－１９１６ 

ケアサポート泉 
新町４－１８－９ 

内田マンション２０１ 
０４２８－３０－３３８８ 

訪問介護事業所 あゆみえん 新町９－２１５３－３ ０４２８－３０－５５５６ 

有限会社アイケアーサービス青梅 東青梅１－７－８ ０４２８－２２－２３３９ 

ここひろヘルパー 東青梅４－１７－４２ ０４２８－２３－８２２０ 

もみの木 
東青梅６－２－２９ 

カーサオヤマ１０２号 
０４２８－７８－３６９１ 

ＭＩＨＡＬＣＯケアセンター 
河辺町１０－１１－１５ 

メゾンなりき３０６ 
０４２８－８４－０８１３ 

ニチイケアセンター青梅 
河辺町１０－１１－４ 

橋本ビル２階 
０４２８－２０－１５３３ 

ポラリス 裏宿町６６０ ０４２８－２７－１７３４ 

青い鳥 長淵５－７７３ ０４２８－２２－８８５７ 

サポートセンター エンゼルランプ 仲町２５３－１－４０１号 ０４２８－２３－６８４１ 

株式会社ヴァリュウ ファーストケア 
長淵６－４８３－４  

ダイユーマンション１階 
０４２８－２０－２０８０ 

11 行動援護 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

もみの木 
東青梅６－２－２９ 

カーサオヤマ１０２号 
０４２８－７８－３６９１ 

ポラリス 裏宿町６６０ ０４２８－２７－１７３４ 
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12 短期入所 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

クリード青梅ＳＳ 今井３－３０－７ ０４２８－３０－７１０３ 

クリード青梅新町ＳＳ 新町７－５４－６ ０４２８－３３－１２５６ 

自立支援塾かべＳＳ 
東青梅４－１９－５ 

自立支援塾かべ 
０４２８－８４－２９１２ 

多機能型支援施設 ほたるの里 長淵５－１０８６ ０４２８－２５－１２００ 

自立支援塾おざくＳＳ ＊ ０４２８－３４－９１９３ 

友愛学園児童部 ※１ 成木２－１０７ ０４２８－７４－５４５３ 

※１…障害児のみ 

13 共同生活援助（グループホーム） 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

ベルツリー ＊ ０４２８－２１－７９５０ 

グループホームワンステップ 

第１青梅市ユニット 
＊ ０４２８－２５－００８０ 

ブルーシャトー ＊ ０４２８－７４－７３４５ 

自立支援塾 かべ１ ＊ ０４２８－８４－２９１２ 

自立支援塾 かべ２ ＊ ０４２８－８４－２９１２ 

自立支援塾ＧＨ おざく１ ＊ ０４２８－３４－９１９３ 

自立支援塾ＧＨ おざく２ ＊ ０４２８－３４－９１９３ 
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14 放課後等デイサービス 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

ありえす 千ヶ瀬町４－５７２－６ ０４２８－７８－３３１０ 

ドリームボックス河辺 
師岡町４－１１－１ 

ヴィラ・エイジ１０１ 
０４２８－８４－２３５０ 

友愛こどもクラブとことこ 成木２－１０７ ０４２８－７４－５４５３ 

オルオルハウスかすみ 新町１－４３－６ ０４２８－７８－２４３７ 

らんらんすばる 
新町３－２０－３  

ダイヤパレス１階 
０４２８－７８－０９５５ 

おひさま放課後デイサービス 新町５－２４－３ ０４２８－２７－９０７６ 

きらきらすばる 大門２－２８１－１ ０４２８－３４－９７０３ 

ポラリスキッズ 新町７－５－５ ０４２８－２７－４８６０ 

オルオルネクストかべ 河辺町５－２３－７ ０４２８－７８－３５６７ 

こどもプラス青梅教室 
野上町２－１０－２  

平沼ビル１階１０１ 
０４２８－８４－０７８２ 

オルオルアドバンスすえひろ 末広町２－１－３１ ０４２８－７８－２８８４ 

ｓｅｌｅｃｔａ 
野上町３－２－９ 

ディアコートＭ・Ｓ１階 
０４２８－８４－２８１０ 

このこのビレッジ青梅 東青梅３－２５－３ ０４２８－８４－０６８５ 

放課後等デイサービス Ｔｏｍｏｒｒｏｗ 東青梅１－４－１１ ０４２８－２３－７３４６ 

わくプレ２ 
新町１－４－１７ 

アニバーサリー１０２ 
０４２８－７８－０３５０ 

放課後等デイサービス 彩 
東青梅１－４－４ 

コヤマビル２階 
０４２８－８４－２０１２ 

15 児童発達支援 

事 業 所 名 住   所 電 話 番 号 

ぷちぷちすばる 大門２－２８１－１ ０４２８－３４－９７０２ 
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◇ 主な施設の地図 ◇ 

 

●東京都立多摩総合精神保健福祉センター 

住所：多摩市中沢２－１－３ 

電話：０４２－３７１－５５６０ 

 

 

●西多摩保健所 

住所：青梅市東青梅１－１６７－１５ 

電話：０４２８－２２－６１４１ 

 
 

 
 

 

●青梅市障がい者サポートセンター 

住所：青梅市大門２－２６１－１ 

電話：０４２８－３０－０１５２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●青梅市障害者就労支援センター 

住所：青梅市東青梅１－２－５東青梅センタービ

ル３階 

電話：０４２８－２５－８５１０ 
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